
















要約:日本の成人T細胞白血病/リンパ腫(ATL)の実態を把握するために第4次全国実態調査

を実施したが、その報告精度を評価するため、今年度は第 5次調査を実施した。対象は、

1988-89 年の 2年間に新しく ATL と診断された症例で、調査期間は 19 年 3 月から 8月であ

った。全国の調査依頼施設のうち、200床以上の病院から回答のあったのは 780 施設(6 割)

で、その回答率には九州地方と他の地域で差が見られなかった。全依頼施設のうち ATL 患

者を一例でも報告した施設数は 242 施設(15%)であった。患者の全報告数は 923例で、有効

報告患者は 866 例となり、第 4 次実態調査に比較して 33%の増加となった。九州地方の中

規模病院(100-199 床)からの報告施設数は 14 施設で、同地方の有効報告数 53 例は全報告

数の 11%を占めた。第 4 次実態調査の報告状況を評価するため、大規模病院に限って分析

すると、第 5次調査の参加施設数は九州地方で5割以上の増加をみたが他地域ではほとん

ど変わらなかった。有効報告数は九州地方で 37%増加、その他の地域では 9%の増加となっ

た。患者の分布を地域別にみると 57%は九州地方で、今回は同地方の報告精度が著しく向

上したため相対頻度も増加した。出身地別にみると 70%は九州地方で日本の ATL 患者の 90%

はこれらの南北日本の地域で占められていた。ATL 患者は 19 才から 88 才まで分布し、患

者数のピークは男で55 歳代、女では 60歳代とやや高いが、平均年齢に男女差はなかった。

次に九州地方の ATLの性・年齢別発生率を算出すると、第 4次調査と同様に男女とも 60-70

歳でピークとなり、80 歳以上の高齢になると発生率は著明に低下した。過去 10 年間に連

続的に実施されてきた ATL の実態調査から明らかになった点は、平均年齢が近年になって

高齢化傾向を示してきたことである。この現象は他のがんでもみられるが、全体に高リス

クグループの年令が高くなってきたためと考えられる。ATL は日本で最も発生率が高いた

め、このような大規模な全国実態調査を継続実施していく意義は極めて高いと考えられる。 


